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 昨年度、ＩＣＴ機器とくにタブレット（ iPad）を効果的に活用した授業改善と児童の学

ぶ力向上を目指して研究を進めた。タブレットのカメラ機能を中心とした可視化、再現化、

携帯性といった特性は、児童の主体的な学びの助けになることがわかった。また、 ICT を

活用する際には、単元・授業構想をした上で、活用するねらいを明確にすることが重要な

ことも確かめることができた。  

 一方、課題としては教員間で ICT の活用頻度に差があることである。昨年度の研究協力

校においては、研究前後でタブレットを活用する教員が増加しているものの、１度も使用

していない教員も３５％の割合でいた。ただ、活用できる環境を整えるだけでなく、教員

に応じた活用法を提示していく必要性があった。  

今年度は、本市の ICT 環境整備により、小学校９校にタブレットを７台ずつ、また小中

学校の普通教室に電子黒板機能付プロジェクターなど大型提示装置を配し、これらの機器

を有効に活用しながら、 ICT 活用指導力を向上させる取り組みと、児童生徒の主体的な学

びを充実させる授業改善を行う。  

ICT 活用指導力を向上させる取り組みとしては、一部の“堪能な”教員が積極的に活用

することを目的にするのではなく、今まで ICT を活用していなかった教員も含めて、全体

として高まっていくことを目指したい。そのために、各校に１名ずついる研究推進委員と

ともに、教員の活用状況に応じて活用方法をまとめた「 ICT 活用プログラム」を作成する。  

また、主体的な学びを充実させる授業改善として、教師主導の授業ではなく、児童生徒

が主体となる授業を目指す。そこで滋賀県学校教育の指針にある「課題発見・解決プロセ

ス」を参考にして、児童生徒が課題をもち、思考・判断・表現を行う単元授業構想のあり

方を模索していく。その中で、ICT の特性をいかせる場面のみ使用する「+ICT」の発想で

活用していくことにした。  

以上をふまえて、研究テーマを「主体的な学びの充実をめざした授業づくり～課題発見・

解決プロセスにおけるＩＣＴの効果的な活用を通して～」として、昨年度の内容をさらに

発展させ、研究を進めていくこととした。  

 



研究概要 

１．研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究目的 

○教員の ICT 活用状況に応じて活用方法を整理した「 ICT 活用プログラム」を作成する

ことにより、「 ICT 活用指導力」が向上することをめざす。  

○課題発見・解決プロセスにおける単元や授業のねらいを明確にした ICT 活用により、

教員の「授業構想力」が向上することをめざす。  

○「 ICT 活用指導力」と「授業構想力」の向上により、導入・活動・まとめの授業展開

を工夫し、児童生徒の主体的な学びの充実をめざす。  

 

Ⅲ．研究仮説 

○課題発見・解決プロセスにおいて ICT を効果的に活用することにより、授業の導入・

活動・まとめが充実し、児童生徒が主体的にいきいきと学ぶことができるであろう。 

 

 

図 1 研究構想図  



Ⅳ 研究についての基本的な考え方 

１ 「主体的な学び」と課題発見・解決のプロセスの活用 

主体的な学びとは、児童生徒が「課題意識と見通しを持って粘り強く取り組み、自らの

学習をふり返って次につなげること」である。それは、教師主導の授業ではなく、児童生

徒が主体となる授業において、充実するものと考えている。（図２）  

これは教師が何もせず、児童生徒に任せるとい

うことではない。児童生徒が「なぜだろう」「知り

たい、やってみたい」のような興味関心をもつ課

題を提示し、書く、話す、発表するなどの活動を

通して「なるほど」「そうなのか、できた」と課題

を解決する単元や授業を計画することである。主

体的な学びは、教師の明確な単元構想、授業づく

りによって、はじめて充実する。  

単元や授業を構想するにあたり、滋賀県教育委

員会が「平成３０年度学校教育の指針」で示して

いる「課題発見・解決のプロセス」を参考にして

いる。このプロセスをもとに考えることで、何を

教えるかという意識から児童生徒がどう学ぶか

ということに意識が向けられると考えた。  

まず単元で付けたい力とゴールを明確にする。

次に「課題発見」「見通し」「自立解決」「協働解決」

「まとめ」「ふり返り」の６つのプロセスを３つの

場面「導入・活動・まとめ」で捉え、主体的な学びの充実を図っていく。具体的には、導

入で児童生徒の課題に向かう気持ちを連れてくるようにすること、活動では児童生徒が

思考・判断・表現する活動を設けること、まとめでは、児童生徒が学びを実感できるよう

にすることの３点を意識して単元授業づくりを行う。  

 

２ 授業のねらいや児童生徒の実態に応じて ICT を活用する「＋ICT」 

ICT を活用した単元や授業を構想する際に、

ICT を活用することが主目的にならないようにす

ることが大切である。滋賀県総合教育センターの

松原先生と中西先生は、 ICT 機器がもつ様々な機

能によって、学習活動が活性化する ICT 活用を

「+ICT」と命名し、ICT 活用が目的にならないよ

うした。本研究においても、授業のねらいや児童生

図 2 児童生徒が主体となる授業  

図 3 課題発見・解決プロセス  

図 4 ＋ ICT で活用するタブレットの機能・特性  



徒の実態に応じて ICT を活用することをねらい、「+ICT」の言葉を使うこととする。ま

た、昨年度の研究成果より、主な活用法を図４のように整理した。本市ではインターネ

ット環境の整備途中であるため、タブレットのカメラ機能を中心に「可視化」「再現化」

「携帯性」といった特性を活かすこととした。  

 

３ ICT 活用推進を目指した「ICT 活用プログラム」 

 昨年度行った研究から、

ICT 機器が充実してくるこ

とで、教師の ICT 活用頻度

は増え、それにより ICT 活

用指導力は向上することが

わかった。一方で、ICT 機器

があっても未活用という教

師もおり、学校全体として  

ICT 活用が推進される必要が  

あると感じた。そこで、各校の実態に応じて実践（ ICT 活用アイディアシート）を集め、

共有していけるよう ICT 活用プログラムを作成することとした。このプログラムは、最初

から完成しているものではなく、必要な情報を集め、整理していく事で完成するものであ

る。つまり、作成することにより、 ICT 活用推進を目指すものである。  

 

Ⅴ 研究の進め方 

１ 研究の方法 

（１）市内小中学校１名ずつが推進委員となる、調査研究推進委員会を組織する。  

（２）研究推進委員は、各校の ICT 活用状況に応じて活用方法を整理した「 ICT 活用プロ

グラム」を作成することにより、「 ICT 活用指導力」の向上を図る。  

（３）教員のＩＣＴ活用に関するアンケート調査を事前と事後に行い、ＩＣＴ活用頻度や

ＩＣＴ活用指導力向上について検証する。  

（４）研究員は、研究協力校の授業授業提供者と共に「課題発見・解決プロセス」をもと

にＩＣＴを活用した授業づくりを行い、主体的な学びが充実したか検証する。  

 

２ 研究の経過 

４月  

５月  

 

６月  

 

１０月  

 

研究構想、推進計画の立案  

第１回研究推進委員会（全体会）  

研究協力校事前アンケート調査の実施  

第２回研究推進委員会  

（実践交流・授業研究会）  

第３回研究推進委員会  

（実践交流・授業研究会）  

１２月  

 

 

１月  

 

２月  

３月  

第４回研究推進委員会  

（実践交流・授業研究会）  

事後アンケート調査の実施  

第５回研究推進委員会（全体会）  

研究論文原稿執筆  

研究発表大会  

研究のまとめ  

図 5 ICT 活用プログラム  と  ICT 活用アイディアシートの見本  



Ⅵ 研究の内容とその成果 

１ ICT 活用指導力の向上を目指す 

（１）栗東市における ICT 活用指導力の課題  

 図 6 は、「平成２９年度学校における教

育の情報化の実態等に関する調査結果

（概要）」をもとに全国と栗東市の ICT 活

用指導力を比較したものである。１８項

目全てで、全国を下回り、うち１０項目

に関しては、１０％以上の差が見られ、

大きな隔たりがある。授業中の ICT 活用

指導力を問う B 領域と C 領域においては

半数近くの教員が「できない」と感じて

いることは、大きな課題であるといえる。 

 

（２）栗東市の ICT 環境整備  

これまで、電子黒板やプロジェクター、書画カメラは学校に数台しかなかったため、ほ

とんどの教員が ICT を活用したくてもできない状況であった。今年度、タブレット（ iPad）

を小学校に７台ずつ、電子黒板機能付きプロジェクターと教師用タブレット PC が小中学

校の教室に配備された。これらの機器を活用して、授業中の ICT 活用指導力が向上するよ

うに、 ICT 活用推進委員を各校１名ずつ選出し、推進委員会を設置した。  

 

（３） ICT 活用推進委員会の取り組み  

 推進委員の主な役割は、各校のＩＣＴ環

境整備と校内の活用推進である。推進委員

会では、初回に ICT 環境整備の提案や昨年

の実践報告を研究員から行ったのち、２回

目からは各校で作成した ICT 活用アイデ

ィアシートをもとに情報交換を行った。  

最終的に今年度作成されたシートは、全

部で４５枚であった。ICT 活用プログラム

として整理すると図７のようになる。ステ

ージ１の実践では、ICT 活用に苦手意識をもっていた教員が、「したいこと」を推進委員に

相談し、それがきっかけで研修会が行われ、活用が広がった事例が報告された。機器が導

入されても、使い方がわからないという教員に対しては、使いたいと思ったときに相談で

きる人がいることで、活用が後押しされることがわかった。  

図 6 ICT 活用指導力  全国と栗東市の比較  

図 7 ICT 活用プログラム  まとめ  



（４）取り組みの成果と課題  

 図 8 は、 ICT 活用指導力が実践前後

でどのように変化したかを表してい

る。授業中に ICT を活用して指導する

B項目において大きく伸びが見られた。 

プロジェクターと教師用のタブレット

PC が各教室に整備され活用しやすく

なったことや、推進委員における各校

の活用推進の取り組みに一定の成果が

あったと考えられる。  

 一方で、児童の ICT 活用を指導する

C 項目に関しては、実践後のほうが低くなっている。タブレット（ iPad）が小学校に７台

ずつ導入され、 ICT 活用アイディアシートにおいても、児童が活用している実践もいくつ

か報告されている。それにも関わらず低くなっている要因としては、 ICT 活用アイディア

シートの取り組みが、一部の教員の実践であり、まだ全体の取り組みになっていないこと

が考えられる。さらにこれは推測になるが、一部の教員が活用している実践を見ることに

より、自身はそこまでの指導はまだしていない、できていないという意識につながったの

かもしれない。何にせよ、児童の ICT 活用を指導する力は、全国平均と比べて大きな開き

があり、この点を改善していくことが今後も必要である。  

 

２ 授業構想力の向上を目指す 

 ３人の授業提供者とともに、主体的な学びの充実を目指した授業づくりを行った。具体

的な単元の流れと、主体的な学びにつながるポイントをまとめた。  

（１）単元構想の手順  

 

（２）「＋ ICT」の活用例  

 「課題発見・解決のプロセ

ス」において、「＋ ICT」の活

用できる場面を一例として、

図９のように示した。これら

も参考にして ICT を活用する

場面を設定した。  

①付けたい力を明確にする（学習指導要領や児童のこれまでの姿より）  

②付けたい力を身につけた具体的なゴールをイメージする（モデルの作成）  

③ゴールにつながる児童生徒が思考・判断・表現する活動を考える  

④考えた活動を中心に、児童生徒の視点で学習の流れを考える（導入・活動・まとめ）  

図 8 ICT 活用指導力  栗東市  実践前後の比較  

図 9 「＋ ICT」の活用例  



ゴールの姿  

（３）実践事例  

ア 児童生徒が思考・判断・表現する学習活動を中心に単元計画し、主体的な学びを充実させた事例  

第３学年 算数科「調べてスッキリ！ぼうグラフレンジャー」（ぼうグラフと表） 

新学習指導要領算数編において、主体的な学びに関わる目標として「学びに向かう

力、人間性等」の内容に次のような記述がある。  

 

 

このことをふまえ、児童が学んだことを活用できるような学習を展開することによって、

主体的な学びの充実をはかった。 

 

 

 

 

 

概
要 

学級力アンケートの結果

を活用し、「廊下を走って

いる人の数を調べて、学校

の安全を守る」という課題

を設定。休み時間の調査活

動も意欲的に取り組んで

いた。  

棒グラフの読み方、かき方

を教科書を使って学び、そ

の学びをいかして調査結

果を表と棒グラフにまと

めた。さらにはタブレット

でも棒グラフを作成した。 

グラフから分かること、調

査したときの様子、気をつ

けてほしいことなどを付

箋を使って整理し、伝える

ことをまとめた。グループ

ごとに担当の学年に向け

て呼びかけを行った。  

学
び
の
様
子 

 

 

 

 

  

調査活動のきっかけ、学級力アンケート  グラフの読み方を学ぶ  気づいたことを付箋で整理  

 

 

 

 

  

調査活動 廊下を走っている人の数  タブレットで棒グラフを作成  グラフを映して、伝える  

＋  

ICT 

・前時のふり返り 学んだことをクイズ形式で確認するスライドを作成。  

・棒グラフの拡大表示（視覚支援）  

・調査活動の結果をタブレットに入力  

→棒グラフ作成  

→話し合いや伝える際に活用  

付けたい力  

（重点）  

自分たちが調査した結果を、表や結果に表すことができるだけでな

く、そこから考察したことも合わせて、人に伝えることができる。  

○年生は配膳室前を走っている人が他の場所と比べてこれだけ多かったです。給食を返

しに来た人が早く遊びたくて走ってしまったのではないかと考えました。ぶつかって怪

我をしたら遊びにもいけないので、これからはゆっくりと歩いてほしいと思います。  

 廊下を走っている

人の数を調べる

調べたことを

表や棒グラフに表す

安全を守るため

呼びかける

 算数の授業の中で，基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付けるだけでなく，身に付けた知識及

び技能を活用していくことは極めて重要である。･･･算数の学習で身に付けた資質・能力を生活や学習の

様々な場面で活用することによって，児童にとって学習が意味あるものとなり，数学のよさを実感を伴っ

て味わうことができるようになる。  

図 10 3 年 算数  単元のまとめ  

流

れ  



図 14 単元後  児童の感想  

＜思考・判断・表現する学習活動を中心とした単元計画＞  

 図 11 は、本単元の単元

計画である。付けたい力

（重点）とゴールの姿を

イメージすることから構

想している。  

 その姿を目指して、児

童が調査活動を行い、デ

ータを集め、整理し、表現

する学習過程が必要と考

えた。それは、なぜ表にま

とめるのか、なぜ棒グラ

フを作成するのかといっ

た棒グラフを学ぶ意義に

ついて、体験を通して学

んでいくためである。  

 また、調査活動も児童

の生活と結びつけた課題

からはじめることで、主

体的な学びにつながるようにした。  

「＋ ICT」としては棒グラフの読み方、かき方の習得を目的に、

導入で「レンジャークイズ」（図 12）を行った。前時の復習とと

もに、本時の学習へのつながりを持たせることになり、児童に見

通しを持たせることができた。タブレットで作成した視覚教材は

動きもあり、児童の意欲を引き出すことができた。  

また、タブレットで棒グラフの作成を行うことにより、「短時間」

で「きれい」な棒グラフができ、グループで考察するのに役立っ

た。紙にかく場合と違って、項目など順番を入れ替えることが容

易にでき、伝えたい内容によって、見せ方を変えることができる

のも、タブレットで作成することのよさであった。  

図 14 は、単元後の児童の感想である。棒グラフで表現する

ことのよさや、算数そのもののよさを実感していた。それは、

児童が思考・判断・表現する活動を中心に単元をつくることで、

学びを活かすことができたからと推察される。  

 

＋ICT 

タブレットで棒

グラフを作成す

ることにより、

考察する時間を

とったり、それ

を使って発表し

たりすることが

できる 

学習内容 B 

教科書をつかっ

て、表や棒グラフ

の読み方、かき方

を習得 

学習内容 A 

児童の調査活動を

もとに表やグラフ

を作成。学習内容

B で学んだことを

活用 

   

単元で児童に身

につけさせたい

力（重点）とそ

れを実現してい

る姿を記入。計

画時にはここか

ら作成 

 

 

図 11 単元計画  

図 12 導入  前時の復習クイズ  

図 13 タブレットで棒グラフ作成  



ゴールの姿  

イ 児童生徒の気持ちを連れてくる導入を設定し、主体的な学びにつなげた事例  

第５学年 社会科「明日への一歩！Food Action 大宝」（これからの食料生産とわたしたち） 

  

新学習指導要領社会編において、主体的な学びに関して次のように記されている。 

 

 

 

 これをふまえ、児童が課題意識をもって調べ表現する活動を通して、学習内容の理

解を深めることを重視し、本単元を実施した。 

 

 

 

 

概
要 

食料生産の課題を、日本の

食料自給率が約４割とい

う低さに注目し捉えてい

く。輸入品目や農業従事

者、土地利用の変化など、

多角的に見ることで、原因

や背景を理解していく。  

食料生産の課題と児童の

生活を結びつけるために、

学校給食に注目した。学校

給食の食料自給率は約８

割。なぜ高いか栄養教諭か

ら話を聞き、調べ学習の課

題設定につなげた。  

タブレットには、これまで

学習してきた資料が記録

されている。それらを元に

食料自給率を高めるため

にできることを話し合い

を通してグループでまと

め、伝える活動を行った。 

学
び
の
様
子 

 

 

 

 

  

２枚の写真で課題をつかむ  栄養教諭から給食の工夫を聞く  学びをふり返り発表の資料選び  

 

 

 

 

  

グラフから課題を多角的に見る  調べ学習のまとめ  考えを伝える  

＋  

ICT 

・児童の興味関心を引き出す視覚教材  

・グラフや表など、資料をタブレットに送信  

・第１時から使った資料は、すべてタブレットに記録  

・調査活動では、タブレットで記録写真を撮る  

・タブレットのプレゼンテーションソフトを利用し、発表資料づくり→発表  

 

付けたい力  

（重点）  

日本が抱える食料生産の課題を自身の生活と結びつけて捉え、ただ課

題を知るだけでなく、解決するために自分たちにできることを考え、

表現していく力。  

日本の食料自給率はとても低く、多くを輸入に頼っていることを知りました。国産のものを食

べたり、残食を減らしたりすることで食料自給率が上がることがわかったので、これからは、

買う前に産地を確かめることや、食べ物を最後まで食べて無駄にしないことをがんばりたい。 

 食料生産の課題は何か

原因や背景を知る

課題解決に向けて、自分
たちにできることを調べ

調査する

考えたことを

まとめ伝える

 主体的な学びについては、児童生徒が学習課題を把握し、その解決への見通しを持つ

ことが必要である。そのためには、単元などを通した学習過程の中で動機付けや方向付け

を重視するとともに、学習内容・活動に応じたふり返りの場面を設定し、児童生徒の表現

を促すようにすることなどが重要である。 

図 15 5 年 社会  単元のまとめ  

流

れ  



＜気持ちを連れてくる導入＞  

 図 16 は導入で活用した写真である。上

段の２枚の写真は洋食。左側が普通の食事、

右側が日本の食料自給率を参考に国産品だ

けで作った場合の食事である。授業では、

「２枚の写真の違いは何か？」という質問

からはじめ、比べることで児童の発言を引

き出していった。国産品だけになると食事

が減るということを確かめた後、下段の写

真を提示し、「和食ではどうか？」と次の質

問をする。児童はこれまでの学習を想起し、

お米は量が変わらないことを予想するな

ど、この時点で児童の気持ちが学びに向か

っていた。  

 この写真は日頃、当たり前に食べている食事が、食べられなくなったり、少なくなった

りするかもしれないという日本の食料生産の課題を端的にあらわしている。これから学ぶ

ことの本質につながる資料を作成し、それを児童の反応を見ながら、効果的に提示したこ

とによって、この後の児童の学びの姿勢が変わることになった。「＋ ICT」として、有効に

働いた部分である。  

 図 17 はその後の活動で、グラフからわかることを

話し合い、食料生産の課題は何かを考えている場面

である。教師はタブレットに話し合いに必要なグラ

フだけを送信し、児童が考えや気づきを交流しやす

くした。その時の様子を授業者は「普段よりも活発に

話し合っていたし、よく考えていた」と話し、児童も

「タブレットだと拡大することができ、細かいところ

まで見られるので（表やグラフ）いいと思いました」

「とにかく画像が大きくてわかりやすかったです」と

感想に書いていたことから、この場面での「＋ ICT」

も効果的であった。  

授業のねらいは、これまでの学びや自身の経験と結

びつけて、日本の食生活が外国からの輸入と深く関係していることを知り、日本の食料生

産の課題に気づくことがであった。導入で示した４枚の写真により、本時の学びの視点を

もった児童は、その後の活動でねらいにせまる話し合いを行うことができた。  

 

洋食 国産品のみ  洋食 普通の食事  

和食 国産品のみ  和食 普通の食事  

（グループでの発言の様子）  

C:やっぱりお米はほとんど日本で作ら

れている。  

C:果物は４割くらい。マンゴーとかは

南国じゃないとだめなんじゃないか

な。  

C:アメリカ産とかオーストラリア産と

かよく聞くし、（自給率は）これく

らいなんだ。  

 

机２台をあわせ、その間

にタブレットを置き、４

人のメンバー全員が見や

すいようにしていた  

図 16 導入  課題設定につながる 4 枚の写真  

図 17 タブレットを中心においた  

グループの話し合い  



ゴールの姿  

ウ 児童生徒が学びを実感できるようにまとめを工夫し、主体的な学びを実感した事例  

第２学年 国語科「きみはひみつどうぐのはつめい家」（あったらいいな、こんなもの） 

 

新学習指導要領解説国語編第４章「指導計画の作成と内容の取扱い」において、

主体的な学びに関して次のように記されている。  

  主体的・対話的で深い学びは、必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現され

るものではない。単元など内容や時間のまとまりの中で、例えば、主体的に学習に

取り組めるよう学習の見通しを立てたり学習したことをふり返ったりして自身の学

びや変容を自覚できる場面をどこに設定するか、（中略）といった視点で授業改善

を進めることが求められる。  

  これをふまえ、児童が学習をふり返り自身の学びや変容を自覚できる場面を設定

し、主体的な学びの充実を図ることとする。  

 

 

 

 

概
要 

教師が考えた困っている

人を助ける「ひみつ道具」

を示し、児童も発明家とな

ってひみつ道具を考え、人

に伝える課題を設定。ペア

対話などを通して、ひみつ

道具を詳しくした。  

伝える順序を工夫したり、

話し方を練習したりする。

話し方では、発表のモデル

動画を見せたり、児童が自

身の練習の様子をタブレ

ットで撮影したりして、ふ

り返る活動を行った。  

１人ずつ、みんなの前で発

表を行った。自分が考えた

「ひみつ道具」を一生懸命

伝える姿が見られた。発表

後の質問タイムも盛り上

がった。  

学
び
の
様
子 

 

 

 

 

  

教師が考えたひみつ道具  付箋を使い伝える順序を考える  発表会 みんなの前で伝える  

 

 

 

 

  

対話して詳しくする  練習の様子をタブレットで撮影  質問タイム  

＋  

ICT 

・学習の流れを毎時間示し、ひみつ道具発表会というゴールを常に意識した。  

・「発表の仕方」モデル動画を作成。  

・グループで発表練習を撮影。ふり返りやめあての設定にいかす。  

 

付けたい力  

（重点）  
聞き手を見ながら、考えたことを分かりやすく説明できる力 

困っている人を助ける

道具を考える

聞く人にわかりやすく伝
える説明の仕方を学び練

習する
発表会で伝える

流

れ  

わたしが考えたのは、考えたことがテレパシーのように伝わるバッヂ、  

「テレバッヂー」です。この道具を考えたきっかけは、もし体が不自由で寝た

きりの人がいても、誰とでも気軽にお話し……わたしの発表を終わります。  

図 18 2 年 国語  単元のまとめ  



＜学びを実感するまとめ＞  

 「聞く人にわかりやすく伝える話し方を考え、発表の練習をしよう」というめあてのも

と、図 19 のような学習を仕組んだ。児童が学びを実感するというのは、これまでの自身の

学びをふり返り、確かめることで充実するものと考える。それはふり返りの時間をただ設

定するということではない。教師の役割は、児童がふり返りを行う際の視点を明確にする

ことや、これまでの活動を想起させることである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここでは「＋ ICT」の発想のもと、学びの視点を明確にするモデル動画を作成した。動画

は学習指導要領と児童のこれまでの姿をもとに４段階に分けて作成し、授業ではその時の

児童の実態を見て、見せる動画を教師が選択した。これにより、授業としてのねらいをは

っきりさせ、その上で児童が自分のめあてをもつようにした。  

また、発表練習をタブレットで撮影することにより、自分の話し方を自分で確認できる

ようにした。これまでの学習では、友だちのアドバイスや感想でしか、自分の姿がわから

なかったが、タブレットを使用することによって自分の目で自分の姿を確認できるように

なった。  

 図 20 は、この学習の A 児のふり返りとめ

あてをまとめたものである。記述を見てみる

と、徐々に内容が詳しくなり、最後は「レベ

ルアップ」という言葉を用いながら、自身の

成長を実感していることがわかる。これは、

同じ流れの活動を３回繰り返したこと、内容

を充実させるための視点を教師がモデル動

画で示したこと、そして児童が自身の学びの

姿を確かめられたことなど、いくつかの要因

が重なったからこそできたと考えられる。  

 ふり返りが、めあてとつながることでふり返りの視点が明確になり、学習活動につなが

ることで学びを自覚でき、その積み重ねによって自身の成長を実感できることがわかった。

それぞれをつなげる際に「＋ ICT」が有効に働いていたといえる。  

モデル動画 → めあて設定 → 個人練習 → 練習撮影 → 確認 → ふり返り 

モデル動画や自身の姿をもとにめあてをたて、 

練習を行い、ふり返る活動を繰り返す（３回実施） 

図 19 ふり返りが充実する学習の流れ  

図 20 A 児のふり返り  



（４） 主体的な学びにつながる単元授業づくりの検証  

ア 課題発見・解決プロセスは主体的な学びにつながったか  

実践によって、主体的な学び

が充実したかを「学ぶ力自己評

価シート 1」を用いて確かめた。  

右の図 21 は、５年社会科の単

元前後の結果を表している。全

ての領域において向上が見られ

た。中でも、解決力、成長力の領

域が他項目と比べ向上してい

た。児童自身が課題をもち、その

解決に向けて学習に取り組んだ

ことがこの結果につながったと

考える。  

図 22 は、単元における B 児の

第 1 時から第 5 時までのふり返

りをまとめたものである。①②

で課題をもち、③から「～たい」

と児童が解決に向け、めあてを

もって学習に取り組んでいるこ

とがわかる。  

 これらの結果から、課題発見・

解決プロセスをもとにした単元

授業は、児童が課題をもってその解決に向けて意欲的に取り組む、主体的な学びにつなが

っているといえる。  

イ 「＋ ICT」は有効だったか  

2 年国語科の実践では、３つの「＋

ICT」を行っている。この「＋ ICT」の

効果については、単元後のアンケート

から「自分の発表練習動画は話し方の

よいところや直したいところを見つけ

                                                   
1  「学ぶ力自己評価シート」は田中博之（早稲田大学教職員大学院教授）が、「アクティブ・ラーニング自己評価シート」と

して紹介しているものと同一。本来、この自己評価シートは、児童生徒が自らの学びを自覚し、自らの学びに責任をもつこと

を促すためのものであり、ここでの評価活動は「学びの後の反省活動」ではなく、「学びそのもの」と捉えられている。  

本研究では、児童生徒自身が学びの主役になっているという自覚があってこそ、主体的な学びの充実につながると考えてお

り、教師の単元構想をもとにその実現を目指している。よって、この評価シートは児童が主体となる授業（単元）ができたか

どうかを、教師が確かめることを目的に実施する。  

＊６領域１８項目の質問を実施。「解決力」の場合。次の３項目  
⑬解決  どうすればこの問題が解けるだろうかと、いろいろと考えを出しています。  

⑭活用  新しいことを学ぶときに知っていることやできることを使っています。  

⑮調査  自分でアンケートやインタビュー、現地調査などをして調べています  

＊４「とてもあてはまる」～１「まったくあてはまらない」の  

４つの選択肢があり、結果は全員の平均値  

主体力 協働力 創造力 決定力 解決力 成長力

単元前 2.97 3.16 2.94 2.9 2.82 2.88

単元後 3.28 3.43 3.24 3.16 3.3 3.39

2

2.4

2.8

3.2

3.6

4

単元前 単元後

①日本の自給力を増やすためには果物とかは気候があるので難しいけ

ど野菜や小麦をたくさんつくったらどうかと思いました。  

②日本の食料自給率はこのままではだめだと思います。日本の料理に

親しめなくなり、伝統的な食べ物が食べられないのでだめだと思い

ます。  

③栄養教諭の話を聞いて、「残食をどうにかしたい」と言っていたの

で、今もなるべくおかわりをしているけれど、ご飯をつぐ量やおか

わりをしたりなど、いろいろしていきたいなと思いました。また、

給食の自給率は８０％だと知り、「そんなにたくさん！？」と少しび

っくりしました。  

④土日のマイフードアクションでは、国産品のよさ、旬の食材のよ

さ、残食を減らすとよいことの３つを調べようと思います。学校に

国産の良さを伝えていきたいです。  

⑤残食をしないほうがいいよ。旬の物を食べるといいよ。などを話

し、食料自給率のことを少しでも知ってほしいです。また２年生に

発表するのでわかりやすい言葉で話したいです。アンダーラインは筆者  

91

62

79

6

35

21

3

3

0

0

0

0

とてもそう思う 少しそう思う
あまり思わない まったく思わない

「今日のめあて」「学習のゴール 」など見通しをもって学習できましたか  

モデル動画は話し方のめあてをもつのにわかりやすかったですか  

「 自 分 の 発 表 練 習 」 動 画 は 話 し 方 の よ い と こ ろ や 直 し た い と こ ろ を み つ け や す か っ た で す か  

図 21 学ぶ力自己評価シート  の  結果  

図 22 B 児 第１時～第 5 時のふり返り  

図 23 「＋ ICT」の効果  



やすかったですか」は「とてもそう思う」「少しそう思う」の肯定的回答者が１００％、そ

れ以外の項目に関しても９７％が肯定的な回答をしており、「＋ ICT」が見通しを持つ場面

やふり返りの場面で効果的であったことを確かめることができた。  

 

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題 

1 研究のまとめ 

・ ICT による視覚教材を使って学びの視点を示すことで、児童は課題を発見し、  

・ ICT を活用した学習活動を設定することで、児童の思考・判断・表現は充実し、  

・ ICT を活用した学習の記録とふり返りの視点を与えたことで、児童が自身の変容に気付

き学びを実感することにつながった。  

以上のことから、課題発見・解決プロセスにおける ICT の効果的な活用により、主体的

な学びを充実させることができた。  

 

２ 今後の課題 

本研究は、導入、活動、まとめを工夫した単元構想、授業づくりにより主体的な学びが

充実すると考え実践を行ってきた。しかし実践では、友だちと話し合い新たな考えに気づ

いた場面や、調べ学習を通して習ったことについて実感を伴って理解をした場面など、意

図していなかった場面でも、児童がさらにいきいきと学びを進める姿を見た。主体的な学

びをより充実させるには、対話的な学びや深い学びの視点も取り入れ、授業改善を進めて

いく必要がある。  
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